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県
財
政
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
の
改
善
も
重
要
だ
が
、
経
済
成

長
に
は
公
共
投
資
に
重
き
を
置
く
べ
き
で

あ
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
た
め
に
削
減
し
た

公
共
投
資
は
あ
る
の
か
。

県
経
済
を
引
き
上
げ
る
上
で
、
公

共
投
資
は
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
通
常
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
お
い

て
、
不
要
な
も
の
を
削
減
す
る
作
業
は
当

然
行
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
た
め
の
公
共
事
業
の
削
減
は

し
て
い
な
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
技
術
開

発
や
普
及
に
つ
い
て
は
、
国
策
で

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
含
め
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
策

に
つ
い
て
は
、
将
来
性
や
採
算
性
を
十
分

に
見
極
め
て
か
ら
着
手
す
べ
き
と
考
え
る

が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

国
や
他
の
自
治
体
、
民
間
事
業
者

と
十
分
な
意
見
交
換
を
し
、
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

技
術
開
発
の
状
況
や
将
来
性
を
十
分
調
査

し
た
上
で
、
実
用
化
さ
れ
た
も
の
を
県
民

や
事
業
者
が
利
用
で
き
る
環
境
を
積
極
的

に
整
え
て
い
き
た
い
。

本
県
で
は
、「
骨
髄
バ
ン
ク
・
ド

ナ
ー
助
成
制
度
」と
し
て
、
ド
ナ
ー

の
負
担
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
に

対
し
、県
が
上
乗
せ
し
て
支
援
し
て
お
り
、

現
在
は
県
内
全
市
町
村
で
こ
の
制
度
が
実

施
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
成
果
を
全
国
に
広
げ
、
ド
ナ

ー
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
他

県
の
状
況
は
ど
う
か
。

こ
の
事
業
は
、
制
度
創
設
を
求
め

る
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
開
始
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
県
以
外
で
、
県
内
の
全
市
町
村

で
実
施
す
る
の
は
、全
国
で
５
府
県
だ
が
、

一
部
の
市
町
村
の
導
入
を
含
め
れ
ば
16
都

府
県
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
使
用
さ
れ
る

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
○
○
２
の
メ
イ
ン

ピ
ッ
チ
の
芝
生
の
改
良
や
張
り
替
え
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

平
成
31
年
度
か
ら
３
年
か
け
て
芝

生
の
全
面
張
り
替
え
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
高
い
評
価
も
踏
ま

え
、
芝
種
の
選
定
に
つ
い
て
は
有
識
者
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
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予算特別委員会

　平成 31 年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が３月
５日から７日の３日間にわたり行われ、11 日には総括質疑が、13 日
には討論・採決が行われました。審査の結果 21 件を原案の通り可決
すべきものと決定しました。
　なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応を
求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

予
算
特
別
委
員
会 

委
員
名
簿

（
平
成
31
年
３
月
15
日
現
在
）

中
川　

浩（
改
革
）

藤
井
健
志（
自
民
）

美
田
宗
亮（
自
民
）

吉
良
英
敏（
自
民
）

前
原
か
づ
え（
共
産
党
）

内
沼
博
史（
自
民
）

山
根
史
子（
立
憲・国
民・無
所
属
）

岡　

重
夫（
県
民
）

日
下
部
伸
三（
自
民
）

小
久
保
憲
一（
自
民
）

新
井　

豪（
自
民
）

荒
木
裕
介（
自
民
）

村
岡
正
嗣（
共
産
党
）

醍
醐　

清（
県
民
）

岡
地　

優（
自
民
）

柿
沼
ト
ミ
子（
自
民
）

白
土
幸
仁（
自
民
）

山
下
勝
矢（
自
民
）

鈴
木
正
人（
県
民
）

神
尾
髙
善（
自
民
）

田
村
琢
実（
自
民
） 

萩
原
一
寿（
公
明
）

木
村
勇
夫（
立
憲・国
民・無
所
属
）

小
島
信
昭（
自
民
）

野
本
陽
一（
自
民
）

西
山
淳
次（
公
明
）

田
並
尚
明（
立
憲・国
民・無
所
属
）

Q

QQ

Q

A

AA

A

副委員長

鈴木　弘
（自民）

委員長

荒川岩雄
（自民）

副委員長

福永信之
（公明）

　予算特別委員会は 30人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査するため
に設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査した後、総括質
疑では 11人の委員が質疑に立ちました。
　各委員の質疑に対し、一問一答方式で知事をはじめ執行部から答弁がありました。

県
財
政
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

（
※
１
）と
公
共
投
資
に
つ
い
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
技
術

開
発
や
普
及
に
つ
い
て

骨
髄
バ
ン
ク
・
ド
ナ
ー
助
成
制
度

に
つ
い
て

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
○
○
２
の
芝

生
の
改
良
や
張
り
替
え
に
つ
い
て

主
な
質
疑
と
答
弁

部
局
別
質
疑
か
ら



臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
、
県
は
元
利
償
還
分

の
み
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
本
来
は
国
が
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
り
、
地
方
に
負
担
を
押
し

付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
点
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

政
府
主
催
の
全
国
知
事
会
議
に
お

い
て
、
総
理
や
閣
僚
に
対
し
て
問

題
へ
の
提
案
を
行
っ
た
。
ま
た
、
省
庁
の

幹
部
と
頻
繁
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
九
都
県
市
首
脳
会
議
、
政
府
要
望

や
国
会
議
員
へ
の
政
策
要
望
の
場
に
お
い

て
も
毎
回
こ
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

公
共
調
達
は
、
品
質
が
一
番
大
切

で
あ
り
、
安
け
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
県
の
積
算
よ
り
安
く
入

札
す
る
と
い
う
制
度
に
は
、
課
題
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
し
っ
か
り
と
設
計
通
り

に
工
事
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
県
の

積
算
金
額
に
一
番
近
い
業
者
が
落
札
で
き

る
制
度
に
変
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

一
般
論
と
し
て
、
県
の
積
算
は
過

去
の
実
績
を
考
慮
す
る
。
民
間
は

新
た
な
技
術
の
導
入
や
、
資
材
の
安
価
な

調
達
な
ど
に
よ
り
、
県
の
積
算
よ
り
安
く

入
札
す
る
場
合
が
あ
る
。
一
概
に
は
言
え

な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
発
想
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。

県
内
を
東
西
に
結
ぶ
鉄
道
網
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
玄

関
口
で
あ
る
成
田
空
港
と
、
主
要
鉄
道
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
っ
て
い
る
大
宮
駅
、
外

国
人
も
多
く
訪
れ
る
川
越
駅
を
横
の
鉄
道

網
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
魅
力
あ

る
埼
玉
が
発
信
で
き
る
。
こ
う
し
た
趣
旨

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
荒
川
橋
り
ょ
う
の

架
け
替
え
は
路
線
の
複
線
化
実
現
に
向
け

た
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
将
来

の
埼
玉
の
た
め
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
熱
意
と
決
意
を
伺
う
。

将
来
、
成
田
か
ら
東
武
野
田
線
を

大
宮
ま
で
つ
な
ぎ
、
川
越
ま
で
直

行
で
き
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
想
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
県
と
し
て
、
ご
指
摘
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
。

5

歳出
歳入

平成31年度 一般会計当初予算の概要

国庫支出金 8%

地方交付税 11%

県債 12%

県税 41%

土木費 6%

警察費 8%

民生費 20%

地方消費税
清算金 13%

その他 15% その他 15%
教育費 26%

公債費 15%

商工費 1%

農林
水産業費 1%

衛生費 3%

総務費 5%

一般会計　　　１兆8,884億6,000万円

新時代への
チャレンジ予算

●ラグビーワールドカップや
　オリンピック・パラリンピックなどによる魅力創出
●災害に強く環境にやさしい埼玉
●稼ぐ力の向上で経済活性化

●第 4次産業革命の促進
●みんなで実感スマート社会
●さらなる県庁のスマート化

●子どもの居場所づくりとジュニア支援
●あらゆる人のチャンス拡大
●安心・安全・健康

スマート
社会の
実現

●
　オリンピック・パラリンピックなどによる魅力創出
●
●

魅力的で
持続可能な
埼玉

新時代への

輝け
100年人生

※ 1　プライマリーバランス

※2　臨時財政対策債

　税収など県債以外の歳入と、公債費（県債の元利償還に掛
かる費用）を除く歳出との収支を表し、必要とされる政策的
経費を、税収などでどれだけ賄えているかを示す指標。基礎
的財政収支とも言う。

　県債のひとつ。国から地方交付税として交付されるべき額
の不足分を県が代わりに借り入れるもの。元利償還金相当額
は後年度の地方交付税で全額措置される。

用

解

語

説

部
局
別
質
疑
か
ら

●
県
庁
版
働
き
方
改
革
の
推
進

●
シ
ニ
ア
に
対
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
起
業
支
援

●
県
産
米「
彩
の
き
ず
な
」の
特
Ａ
奪
回

に
向
け
た
対
策

●
児
童
虐
待
防
止
対
策

●
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
へ
の

脳
神
経
セ
ン
タ
ー
の
設
置

●
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

●
教
職
員
の
不
祥
事
対
策

●
県
市
連
携
に
よ
る
浸
水
対
策
事
業
の

効
果

●
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

●
帰
宅
困
難
者
対
策
と
し
て
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
連
携

●
犯
罪
加
害
者
の
再
犯
防
止

総
括
質
疑
か
ら

●
医
師
確
保
対
策

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
成

果
と
全
県
展
開

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
Ｑ
）の
取
り
組
み
へ
の
支

援
●
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
設
置

●
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現

●
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

●
荒
川
の
治
水
対
策

●
消
費
税
増
税
の
影
響

●
児
童
養
護
施
設
な
ど
と
一
時
保
護
施

設
の
増
設

そ
の
他
の
主
な
質
疑

次
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
懸
念
が
あ

る
た
め
、
必
要
性
や
執
行
方
法
に
つ
い
て
十
分

検
討
し
、適
切
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

●
県
立
学
校
教
職
員
負
担
軽
減
検
討
事
業

●「
県
庁
で
歩
こ
う
」
県
民
の
健
康
経
営
事
業

●
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
含
め
た
健
康

長
寿
埼
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
保
育
士
宿
舎
借
上
補
助
事
業

●
Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
複
線
化

●
公
共
事
業
費
の
執
行
に
関
す
る
入
札
制
度

●
多
子
世
帯
応
援
ク
ー
ポ
ン
事
業

●
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

●
障
害
者
雇
用
推
進
事
業

附
帯
決
議

Q

Q

Q AA

A

公
共
調
達
に
お
け
る
入
札
制
度
に

つ
い
て

Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
複
線
化
に
つ
い
て

主
な
質
疑
と
答
弁

総
括
質
疑
か
ら

臨
時
財
政
対
策
債（
※
２
）の

発
行
に
つ
い
て


